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（83.8％） である。独立店舗は 5店舗 （8.1％）、
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駅の名称 純色 明清色 暗清色 中間色 飾り有 飾り無
渋谷 （n＝12） 58.3％ 25.0％ 0.0％ 16.7％ 75.0％ 25.0％
表参道 （n＝31）  6.9％ 79.3％ 3.5％ 10.3％ 17.2％ 82.8％










渋谷駅 表参道駅 外苑前駅 青山一丁目駅 永田町駅
赤坂見附駅
図９　各店舗の特徴的ネイルデザイン （色のトーンと飾りの有無）
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40代の利用者は、一般に純色・飾りありのデ
ザインは避ける。「派手」だからである。職場
のドレスコードとしてネイルの色のトーンや飾
りの有無が制約される場合もある。そうした場
合、明清色かつ飾りのないデザインが施すこと
のできる、唯一のネイルとなる。
しかも、ネイルは飾りのないシンプルなデザ
インほど高度な技術が必要であるとされている
（調査対象店舗以外のネイリストへの聞き取り
による）。飾りのないデザインを多く掲載して
いることが高い技術力を持つ証しだとすれば、
店側は技術力を示しながら、明清色かつ飾りの
ないデザインで30代～40代の人を集めている
と考えられる。それら世代は「若者」に比べて
可処分所得が高いから、基本料金も高く設定で
きる。これが外苑前・青山一丁目駅周辺のネイ
ルサロンで相対的に料金の高い理由であろう。
また表参道駅周辺におけるネイルサロンのデ
ザインは、明清色が多く、飾りが無の場合が多
い。一見、外苑前・青山一丁目駅周辺と同じよ
うにみえるが、外苑前・青山一丁目駅周辺では
「明清色・飾り無」なのに対し、表参道駅周辺
では、「明清色・飾り無」の場合が多いもの
の、「飾り有」という店もある。表参道駅が、
渋谷駅と外苑前駅の中間に位置するように、表
参道駅周辺におけるネイルサロンのデザイン
は、渋谷駅周辺と外苑前・青山一丁目駅周辺に
おけるネイルサロンの特徴も持ち合わせている。
それは料金にも反映して平均料金は両者の中
間の7,720円である （表 9）。デザインと料金と
の 2点で、表参道駅周辺は渋谷駅周辺と外苑
前・青山一丁目駅周辺との両方の性格を持つ存
在となっている。
以上のように、対象地域におけるネイルサロ
ンでは、料金に地域差がみられる。周囲に競合
店があることや利用者の年齢層が低い場合、飾
りが多いネイルデザインの場合は、基本料金が
低くなる傾向にある。一方、立地地点の地価が
高い場合、飾りがなくトーンを抑えたネイルデ
占めている。これに対して、表参道駅周辺では
明清色の割合が最も高く、飾り無の店舗が圧倒
的に多い。外苑前駅周辺と青山一丁目駅周辺は
ネイルサロン数が少ないため合わせて考える
と、そこでは、表参道駅周辺と同じように、明
清色が83.3％と高い割合を占めており、飾り有
の店舗は皆無である。
渋谷駅周辺に多い飾り有の店では、基本料金
に飾りの料金が加算され、1回当たりの料金は
高くなってしまうはずである。とはいえ渋谷駅
周辺は激戦区であり、そのため 1回当たりの利
用料金が低くなるよう料金を設定する必要があ
る。飾り有の店では飾りをつける利用客が多い
とすれば、店側はベースとなる基本料金を低く
設定しても、飾りをつけることの付加料金に
よって一定の売上を確保できる。そのため渋谷
駅周辺では基本料金が相対的に低くなると考え
られる。実際に渋谷駅周辺のネイルサロンにお
ける基本料金の平均は5,935円と対象地域内で
最も低い （表 9）。
一方、外苑前・青山一丁目駅周辺におけるネ
イルサロンは飾り有の店舗がなく、平均料金は
最も高い8,604円である （表 9）。筆者が行った
アンケートでは、対象地域におけるネイルサロ
ン利用者の年齢層は40代 （36.8％） が最も多
く、次に30代 （31.6％）、20代 （15.8％）、50歳
以上 （15.8％） と続いており、30代と40代で全
体の68.4％を占める （図10）。こうした30代～
図10　ネイルサロン利用者の年齢別割合
（複数回答可）
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他の場所に立地している店舗について明らかに
することが今後の課題としてあげられる。ま
た、産業規模が拡大し続けているネイルサービ
ス業について、今後の動向などを研究し続けて
いくことは重要な意義があるといえるが、それ
はまさに今後に委ねるしかない課題である。
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ザインの場合は、基本料金が高い傾向にある。
このように「競合」、「客層」、「地価」、「デザイ
ン」といった要因がそれぞれ作用して料金の地
域差が形成されているのである。
Ϭ．まとめ
本研究では青山通りとその周辺300mを対象
にネイルサロンの立地と特徴、料金の地域差に
ついて考察した。また、日本全国と東京都につ
いての店舗数と人口の関係についても触れた。
立地とその特徴については以下のことが明らか
となった。
日本全国におけるネイルサロンは、人口の多
いところに多く立地している。また、東京都は
昼間人口が夜間人口を上回る地域にネイルサロ
ンが多く立地していた。
対象地域におけるネイルサロンはすべて「駅
前」立地である。実際にどのような建物で営業
しているかみてみると雑居ビルが多くを占めて
おり、その中層階に入っている店舗が多い。土
地の価格が高いとされている「駅前」立地であ
るが、中層階に立地することで賃料を抑えてい
るといえる。
料金の地域差については以下のことが明らか
となった。ネイルサロンが多く立地している地
域は競争が激しくなるため、料金も低い店舗が
多い。また、平均料金以上の店舗の大部分が駅
の近くや幹線道路沿いに立地しており、料金は
地価にも左右される。それに加えて、客層やネ
イルデザインも対象地域におけるネイルサロン
の料金に地域差を生じさせる要因となってい
る。このように、いくつかの要因が重なり料金
の地域差が生まれている。
本研究の目的はネイルサロンの立地展開とそ
の特徴、料金の地域差を明らかにすることで
あったが、今回の調査対象は「駅前」立地で
あった。駅前とはいえない幹線道路沿いやその
